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商品生産の展開と農民階層分化の概観

一
美濃縞地帯における一

丹　　羽 弘

は　し　が　き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くめ　旧稿において，近世後期の美濃縞地帯における綿業の展開過程を概観し，

さらに，同地帯に属する厚見郡下佐波村を中心として，身分的階層制一頭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くゆ
分制一と天保期村方騒動について検討した。

　幕藩体制解体期における農村構造の変質過程を分析する一環として，本稿

においても，同村および隣村日置江村，さらに竹ケ鼻と並んで美濃縞地帯に

おける中心的商工業村落である笠松を主たる分析対象として，綿業を中心と

する商品生産の展開と農民階層分化の概観を試みたい。

　国内的契機と国際的契機との統一的把握により，幕藩封建制から資本制へ

の移行過程の解明を企図し，変革の主体を階級配置の面より全構造的に究明

しようとする場合，開港による幕藩制的市場の変質と，この期の農民諸階層

・の存在形態を明らかにしなければならないが，この点のくわしい分析は別稿

・に譲ることとしたい。

　本稿で使用した史料は，とくに注記しない限り，下佐波村は羽島郡柳津町

下佐波青木久太郎家文書，日置江村は岐阜市日置江青木孫三郎家文書（以上

：岐阜大学博物館蔵），笠松は羽島郡笠松町高島久右衛門家文書によっている。

なお下佐波村については高木英明氏，日置江村については所文隆氏，笠松に

ついてはわたしの日本経済史ゼミナールに所属する猪又貞寿君を始めとする

学生諸君に，種々の点で協力を得た点を記して感謝の意を表したい。
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注（1）拙稿「近世後期における農村工業の展開過程」（『岐阜経済大学論集』工一1以

　　下「展開過程」と略称）　　　　　　　　　　　　　　　．．．　　，

　②拙稿「近世農村における身分的階層制と村方騒動」（『向上論集』皿一1以下

　　　「村方騒動」と略称）

1　調査地の概況

　　　　　　　　　　　　　　　　くめ
　下佐波村については，すでに旧稿において述べたので，ここでは，日置江

村と笠松について，簡単にみておく：こととする。

　日置江村は，下佐波村と同じく加納藩領で，美濃縞地帯北部に属している。

長良川と境川に挾まれた輪申地帯に位置し，笠松の西約2里，岐阜の西南約
　　　　　　　　くカ
3里の地点にある。

　第1～3表は，同村の概況をみるために，村高変遷，宝暦7年の村高内容

および田畑作物，戸数人口の変遷を示したものである。村高は，寛永元年の

1，160石余から延宝4年の「松平丹波守検」1，260石余と，約半世紀に100石

　　　　　　　　第1表　日　置　江村村高変　遷

年 代本∋獅⇒総⇒備 考

寛永元（1624）L・6・F・・ 当・16・F・・「，閲雛高帳」〈『醐町史』上巻

ク　　　g（1632）

延宝4（1676）

1242．036

1260．297

1242．036

1260．297

「指出し御帳」

本高1954．5石より他村への出作
高等712．4464石が除かれぞいる

「村鑑」松平丹波守検地本高に｝ま

立野高66．937石出作小熊分46．705
石が含まれている　以下同じ
他に切手12．528石がある

元禄・・（・6・9）1〃 6L・・11・266・59・1「村鑑」

宝永・（・7・8）「〃1・8・⇒・279・i2・1「樵」

正徳元（1711）

天保9（1838）

Il

1
｝

28・翠1

23．405

1283．538

’1283．702

「村鑑」

誓轡繁辻帳」（『加納蜘上

「加納領高辻帳」（『加納町史』上

巻皇・342）　　　　t．
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第2表；　霊暦7年日置江村縫高内容およ●由畑作物

「　　田 畑

地種
’’　’’’”；‘ 五⇒面副⊇ 石司面．積1，石盛
上 ，2！・㌔・1・ぷ…5【1∋一・84駕・∋．沌鞠・1…

手1 ・・2可・55…4い・ 185剰、85・辺651…
下122・⇒．・・・…6｛…1．…03・」、・5そ興1・・

下・【、 24，・・ 127・…1・・9 1・刷12鋭62川06
計1 ・5・・72日1523…9・1 1蝿88・1・2・鋤［．

（一毛作）

ちこ花落，志らば （鶏轍豊麟震

（1）　「村鑑指出し帳」による。

（2）村高1，260．297石中，「古来永引」，「立野高⊥　「出作小熊分」192．690右は除かれている。

　他に新田畑2a241石がある6　　　　　　　　　　　　　　　　　’

（3）　「出作」160．621石，．「入作」55．0205石　　　　　　　　　　　　　一・．　　・

④　「男女作之間多足三勇∴産縄章履おらん亡作り申甑女パ布木綿荏甑　紺屋igX，由㎞こや

　し干鰯灰油糟遣申匹」（享保14年「村鑑差出帳」も同文）

（5）　「安政2年諸願書書留帳によれば畑41町2反6畝余の屯大豆作tSIS町1反余綿作付
　8「町3反に上り，大豆はその他に⑨7町5反余）の田全部に1反に付き種5合の割で畔豆をっく

　っている。畑は反に付種3升蒔とある故，これを畑に換算すれば焔町余となり，合計34町余

　の畑に大豆作付をしたことになる。」（松本平治「近世美濃における農村社会構成にっいて

　一頭百姓考一」r岐阜史学』第18号）

　　　　　　『第3表　日置江村芦数人画の変遷

年 代］戸 数人・③・女）1備 考

享保i4：（・7295「・7糠唆1；！1・736（・7・舗lr欄批帳」騒・・匹

宝暦・（・754）1・58 1鰍⊇4）lr・」〃25匹
弘化・（i・・8）い5・ 1 1「高持無高耕作畝数取調帳」

嘉永・（i85・）1・・ブ・ 1迦＠二⑳碑改革・諦留岨
號・4（・88・？，1，・9・． 一1．．頭（167：柳⊥∫厚見郡各村騨騨．34匹

　〈1）．万治2（165’9）年のF男女御改帳］，に工れぽ：戸数58・人口334（男17乳女157）とある

嚇戸数は村全噸町捌釧があう・知も・・才以上9集雛ある滅齢ら除

一続㌶転蕊ま謙舞論かま三辿「巳謬㌍ゾ竜
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程増加して幕末に及んでいる。　「古来永引」が80石程あり，下，下々田は，

面積にして田523反余の約43％を占めている。輪中地帯に属し，水害の影響

の大きいことは，下佐波村と同様で，「正徳二～天保一二年の現在免状六六

通によれば，約一二〇〇石余の石高の中五〇〇石以上収穫なきため毛引した

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ年は一七回，小さな水災は連年であった」のである。宝暦7年の水田化率は．

61．6％で，田畑とも免は0．53となっている。

　本村の綿業の起源については不明であるが，「女ハ布木綿仕％」とあり，

紺屋1人をあげている（第2表注4）。綿作については，すでに寛永9年，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くり
小物成として「綿弐貫弐百目」を出しており，安政2年には，畑41町2反余

中綿作付は8町3反に上っている（第2表注5）から，かなり盛んであった

ことがわかる。

　　　　　　くの
　笠松は，旧稿においてもふれた如く，この地方綿業の発展と共に，竹ケ鼻

と並んで商品生産流通の拠点となり，周辺綿業農村の結接点ともいうべき在

郷町的性格をもつ商工業村落を形成していった。名古屋街道筋にあたり，木

曽川に臨んで河港をもつことから，水陸交通の要衝であり，寛文2（1662）

年，この地に美濃郡代がおかれると共に六斎市が開設されてい習。すなわち

「当村市場二而市日月六斎……近郷♂諸色持出売買仕……御城米津出木曽川

通陸附出三町余則当河岸。而積立桑名湊迄川路＋里暴」の位置にあり，第

16代郡代辻六郎左衛門支配（天明8年一寛政3年）の頃「笠松町方之儀’、笠

松村　徳田新田　田代村之内柳原分入会　家数八百軒余有之候処　追々他所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの♂引越　百姓店借等相増狸二成出所不知もの等入込」んでいることは，階層

分化によって分出された周辺農村からの多数の貧農・半プロ層などが流入し

たものと思われる。後にくわしくみるように，文政・天保期頃，無高は全戸

数の50％を超えており，多数の綿業関係その他の商工業者，賃労働者を輩出

しており，ここには自給的封建農村として把捉されない都市的性格をみるこ

、とができるのである。

　以下に，本村の村高変遷（第4表），戸数人ロの変遷（第5表）と，かな
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りくわしい記載のみられる享保6年「高反別差出帳」により，村高内容およ

び田畑作物（第6表）その他を表記した。

　村高は延宝7年380石余で，その後若干を増加させているに過ぎない。反

　　　　　　　　第4表　笠松村村高変遷

年 代1本高已検高
　　　　石　　　　　　石
　　　380．98

総　高　　備 考

延宝7　（1679） 38・F・・1撫霧離地

享保・（・7・4）1 1
｝

・・586382・5661辻 甚太郎検地

宝暦・（・755）1282・566i ・…3i　383・46g已木次郎九良5検地

明和・（・767）13s3・469　1 ・・735　i387…41千猷嶋Pヨ検地

・！・（・769）i l
l

・・485い87・689｝ tl

寛政・（・793）1387・6891 ・・28・1387・・7S　1鈴木門三良5検地

天保・（・832）／3S7・97S　1 I
l

各年「村差出明細書上帳」，「高反別差出帳」等による。

　　　　　第5表　笠松村戸数人口の変遷

年代1戸褒百轟人・（男・女）

享保6
（1721）

　戸
341
　戸280
61

！闇・44；745↑69；

備 考

1・高反別差出帳・

需；11363　i 230　63．4
133　36．6

『笠松町史』上巻p．501．

天明8
（1788）

4・・　1

1，558 「差出明細帳」

文政8
（1825）

480 4
6

り
錫
L
o
2
2

46．7

53．3
1．985（　959・1，026）

『笠松町史』上巻p．501．
「家数人別増減書上帳」
外，他江奉公稼30人

呑劉・93　lll9（劉・・6・（・…6・…45）腱離十公稼、9人永尋・・人

683Bl4881；；lll矧…6（・・∞・・…35）1嬬饗2麟夫永尋・・人

684Bl45211119；：；1・・…（968・97・）1頬離十公稼23人永尋22人

“翻149g峰li（！：1．1．？・・34（…25・・・…）1躍離十公稼32人永尋22人

鵠1542［劃鵠：81・・？・・（・…5・…43）腱離十公稼36人永尋・6人
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第6表　　享保6年笠松村村高内容嚢よび田畑作物

地　種
　　　　　　田

石司面⇒石盛
　　　　　　畑

石⇒面酬石盛
上

石

2．427
・？8…　．・13・F・・ 　反

38．520　　　　0．9

中1・8・・621・6…61…1’・・…3 88・…1　…

下125…8128・726「…178・8821 131．421　　　　0．6

下叶46・6・3s158・2281…136・・i・ 72・∞・1・・5

屋剰 1 1 67．54 56…51…

計 93・・321・・5・32・1 28・・9481386…51

1面積1 諸作付附様
田

畑

　反
105．320

　330．520

（此訳）

　　5．

　2∞．

（内）

　190．

60．

80．520

161

2i．．

13．・

201．、

10．520一

　　　種籾当村二はちこ籾，白葉籾撰　田1反二2升宛
稲草　之積り．餅籾は，さいか，あせこし籾を撰立，1
　　　反二2升宛積蒔付

（春） 1反二麦（黒三月麦，矢はっ麦）平均5升ツツ蒔付

大麦蒔1反二平均1石5斗取

（夏）稗植付1反平均1石9斗程宛取大豆小豆荏之義・・，
　　　稗之間々二植付1反二1斗4升程取

　　　芋植付1反二2斗5升平均4石程つX取

　　　小麦平均1反7斗5升程つX取
　　　木綿蒔付1反平均30斤程つX取

　　　粟蒔付1反平均8斗ッ・取

　　　大角豆蒔付1反平均5斗程取此跡蔦豆蒔付1反二
　　　平均3～4斗程ッ・1反二平均麦4斗宛蒔付

　　　稗蒔付1反平均2石程つX

　　　黍蒔付1反平均2石程つX
　　　但此跡二菜，大根蒔大根ハ1反二3千本
　　　菜ハ拾把からけ二て4・V5把ッ・取

屋藪L呼5陣騒廻少宛穎蹄毛始豆野菜・類作り輌

（1）　「出作」17ユ．8681石

（2）　「田畑こやし所々蝋炭こへを用炭こへ代干鰯代合田壱反ぞ新金1分銀5匁ほと宛

，

逗やし代入単｛戊畑1反三芝草藁用土こへ等を作b’，不足之分荏粕；干鰯代新金5匁癌宛入

　申捧，村中壱ケ年エや凍新金41～2両程ツ．s調申協」　・　　　　　　　　　’
㈲　「男女乏滋勇人作第一三仕作之間＝ハ小商等仕Ut，女ハ布木綿漸着用ぼと仕申庇代金
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　　30両程蚕仕まゆ⇒て売申砕」　　　　　　　一こ

　④　「当村市場二て市目六斎宛…在辺より飼葉持出売塩，，味噌等を買調申的」

　（5）　「当村地内往還道筋二て御座性，きふ、加納，尾州御座碓，舟渡場当村前木曾川尾州名古

　　屋i之往還船渡場二て渡式艘有之い」
　　（6）家数341軒（本百姓280軒，水呑百姓61軒）人数”　1，・　443入（男745人女698人）馬9疋

　！7）医師3人（石青，道中，玄良）山伏1人（京蓮盛院）紺屋1人（彌平治）鎌鍬鍛治1人

　　　（十蔵）檜物屋1人（勘六）’大工2人（孫八，織太夫）

酒屋2軒 （酒株　io石　　此酒造高200石余　　　　岩井屋彌市肩』碧，是二旺嬬止罷刷菖鷺霧）∵’

当り石盛は，周辺農村にくらべて0．2程つつ低く，肥料は芝草および藁灰等

の自給肥料を主とし，干鰯，荏粕等の金肥（1力年肥料代41～2両）は補給

用としていたようで，土地生産力とレてはあまり高いとはいわれない。

　綿作は，畑1町6反，1反平均30斤程の収穫で，紺屋1人あり，「布木綿

鍾興堅禦廷聾そ・輿帳」の性格を考慮す峠この助ら
商品捜とyて嚇業畷麟みたので｝まなカ・ろうか・，傘麺節な□

繭3・醜を競し都るととに注目される・勘酒馳．す奪嘩初年

に3軒存在したが・このほがに，「港町福証寺前の角屋敷に松屋某が味噌の

醸造業を営み，木曽川の舟揖の便に拠り，上流は川島　太田辺から奥の川辺

剛ま八§津、（当興黒榊興1剛響・興遅島辺まで・
大手に取引」してy・．te。こうした諸商品をとり扱う船閲屋　諸荷物問屋の存

璽勧噸ヰ業壕：頂禦発嘩晦興亘甦葵
される。　　　　　　　　　　　　　　　t，　　　　　　　　　　　　　＋
　　　　　　　　　　　∵1・．．∫主三1－Lt：9．llk・・li｝ジ叉ば二・T”：三垂苛連難蚤

竺縷羅｝輪；∴1：1∵㌶二灘議

：，㈲．寛永0舞「指醜御働ごひ㌔≡争㌻る鷲主欝㌔壕鞭饗’r’苛1

・一⑤拙稿［展開楓∴　に・・鰺ゼ・’：二薮曝離麟差義≡，

・l lζ錯竃講繍灘輪磯勧・騨・饗鵠纏三t，．，
・⑧午籔筋楢（藤§薩激善爾」減）：”’辮騨雛
1：’　・　‘9）（二『笠松町史』漣趨鱈　　・一埠癬饗盤鑛籔，，、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’・’1、三だ、三．：、三．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一＝　．⊆三舌遁誌　一．
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⑩一、船間．屋　　　民　次　・PP「ピ1ぺ鎮壊惑㌻・二☆『一

一繍農脚灘鷲轡騨欝一
　　　是バ、前ぺ6諸向取継、不相替仕候．．．：∵：・∵：㌣’∴

　べ右肩断　讃右禦
　　　．是ハ、先年取継荷物多分御座候処；．’当蒔三而ハ1’少々宛御座候

　へ右同戯．・弥聴○’一．
　　　是，・、当時取継荷物多分御座候

ご：・頴’・，敏政韓箒月・i’lma方仕乗書㊤帳ヨ9『笠松町史』上巻P．706）

：三轍三□：：蒙一工，∫三ゴ’1ご・，三義碧1主ニー・　　　　．、∵．、’．ぷい．ζ：’

　　　　獄憲鱒繊曝開　　一．∫：ln

筆灘講ぎ謙中心とi・商繊髄の蹴つ・蝋
すでに旧稿において述べたところであるが，ここでは；まずほじめに；本稿

の獅繰限魎・ぞ綱瀧た1㌧　’　”　t∵∴
麟的編蛙とtての濃馴業昧紬発展は∴・8醜半剛勧こ

と随る：・嘩酬瀕から嘩紀樋じ；『尾剛でほ二宮・起等・．難側

永笠松・恒繁を挺して遣尾平野中央嘩緋繊と繊成訊

ふ碑作麟の蝋潅種綿搬術め灘とは・紅業の発展齪進し
綿作，綿織地帯を中心に，当地方ほ全域的に，蚕糸・縮緬一茶・紙・疏菜・’

米等の各種生産物による地域分化が進展している。　　　　　　　　　　　・

　寛政期頃には，農工にわたっての小ブルジョア的分解■／発展炉みられ，専

業的織屋や，実綿・繰綿・綿織物等を扱う在郷商人も多数現われ，部分的に

はマニュファクチュアを分出するまでに至っている。綿業へQ高機技術の導

入とその普及は，労働生産力の上昇をもたらし，化政一天深期頃にほ，賃労

働聯による一定作業場で緊廼熱、零雛小賢と・燃1簸に

分れての嘔轡内墜形嘩顯凝鱒き鰻・蝉敵綱辱・ぬ
　封建的土地所有からの制約と，当段階のマエぶ技術繊や市場構造のあり
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方から規制されで，．沃保期頃以降。上層貢二忍の地主崇問屋資本化と，半プ

　ロ的貧農層の小作＝問屋制家内労働化の傾向がみられ，とくに幕末開港以後

　洋糸流入による綿業界の混乱と停滞期には，r層その傾向を促進してい習。

かくして，その後明治10年代に至る原蓄過程のなかで，濃尾の綿業は，地域

的盛衰，中心的織屋層の交替，織屋の貧農小作層への普及，出機形態の増大

傾向という諸変化をみながらも，新しい流通と生産の組織をつくりあげ，社

会的分業の進展と農工分離の傾向を示し，従来の綿織マニュ・eeかわうてめ，

　より下の層の小ブルジョア的発展がみられ，新たに輩出するヨニュ・とその外

業部と．して組織される資本家的家内労働，当段階におる縞問渥・織元とその

出機銚・・珊み込軌醐鱗者とは・複雑に絡み碗て醐しW

　るo

以咋醜劇を主と只難襯帯噸す・謝をとり挺嶺保
有とも関連させながら，商品生産の展闘を具体的にみておごう。　”　L

　第7～9表は，幕末期における当地方の社会的分業ゐ展開状況をみるため

に．i　．　eSl¢　4年の下佐波・日置江・東下茜部3力村の商主業的営業を示したも

のである。なお，ここに掲げたもののほカ㍉主として下層農民による「糸

延」・「糸繰り」などの農間余業としての綿加工業，その他日雇・奉公人な

ど，かなり多く存在していた。　　　’　1

　下佐波村の場合を中心に，営業内容と収入がら，一織屋・・質屋一，その他にわ

けて検討してみよう。出機2σ桁を組織U，最高め年収120両をあげている助

四郎ほ，．かなり犬ぎ凝織元でありt｝、しかも無高である。前年の弘化3年に1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ庄屋青木久八Is（文久2年持高72石余）よ．り続家している。後述め如く青木家

ぽ天保一弘化期内機経営をなし，弘化2⇔ごぱ機留機ユ0桁，年産1500反をあ

，げており，’その後嘉永初年に至るまで紀州日高紹糸問屋を経営しているので

助四郎は分家の際高分けはなく・の織機のみを譲り受けたものと偲われるピ嘉

永2年には，1出機1O桁応減じで壁る泊㍉へ己の段階では∴家計ゐ錘倒的離分を

営業からの収入にようているとみてよいであろう。　　　　　　　　バ



400　慧商品生産㊧展閉七農民階層分化の概観

フご：tt．　三：こぶ：．第：7表．T　i－1．’i下’佐・波村営1・1”業弐弘化i4｛年　）’IIド

纂
⊥
L
藷
L
蒜
鵬
§
鵬
隅
田
Ω
，

漣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

蝋
両

、
裟
6
・
整
叉
叉
L
芸
芹
三
叉
2
・

四

諮
鱗
壁
工
丘
三
鵠
罐

活

助
長
孫
円
七
響
弥
忠
菖
久
濡
蔓
祐
璽
藻
　（1）村高1，179．365石戸数200（文久元年）

　（2）弘化4年「内職小商者取調帳」　　　　　　　　　’

　，（3）持高｝土南fe”北組lr．’高揃帳」り合算にまるC　、’二

．Q寧蝉騨並引願輌にや‘主興・引環5！がある・．i，，　，

彼と類似じた経営を，東下茜部村の新左衛門（紺屋年収140両持高0．372石）

の場合に見出ピ得よ噛うδ長右衛門，1孫吉の経営規模は，助四郎とくらべては

るかに小さく．；，そρ収入も120nt；24両である。しかし孫吉は安政期に5桁

一（年産12QO反），，：元治元年には6桁の内機を経営し；村外にもかなりの出機

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くり
を組織主る、と推定さ援るぎモ誕癒こ久妻云ア遷なう壬おり号持高は2石余で

萢の収爽の汰部湯漫営業面に投采じて資本蓄積をじ蚤購る惹とを知るのであ

る16，’．’．：’・：一’t’t　　一二’㍉ミ庄∴：巳∵三三ぶ・：：㌘＿’i
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・”／一き三：：T’1㍉吉］鐵8）表∫’○日’置三江ご秒『．営・業ぺ弘化4年）

名川営剰葬永6灘鞠1名前1営剰藁永6鴛1霧罐．

弥

久

伝

宇

市

蔵

吉

平

弥右衛門

京　蔵
文　七
甚右衛門

喜　八．

屋　

〃
〃
〃
〃
〃
〃
x
x
　
K
x

紺
石　　　　反
65．0　　　12．0

14．3　　　2．8

1．0　　6．5

1．5　　1．8

25．4　　6．0

0　，、0．2

14．6　　　7．3

16．0’ 　　　9．0

2．2　　　3．2

万　蔵
吉五郎
八右衛門

太左衛門

甚一吉・

利右衛門

、平五郎
三右衛門

9
1
9
4
．
°
　
5
5
9
9

石

2
4
日

鋭

0
α
鋭
ア

ウ
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
⊥

　

　

屋

〃
〃
　
　
〃

　

　

織

　

屋

屋

屋

〃
　
　
木

　

傘

藍

材

反
9．6

6．0

8．6

7．0

6．5

1．0

．12．0

8：8

　　（1）村高1，26e．　3石　戸数IM（嘉永4年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ゴ

、． ②．弘化4年「高持無高耕作畝麺調帳」1：，．　、．－　t”．1－〒、　．∵1“’．

歳欝魏螺諜瑠雛無・編留硫編憾編：
　　屋根葺宕油屋3ご・躰渥憲望遁醗註こ萢三已、㌍ぷ：紫ご∴、・ぶ・

　　　　　　第9表東下’茜部村営業磁化4”e）’　”’；一㌧

名　前　営 判嚢保11誓1備 考

長　七．

　　？

郡t’一次

安右衛門、

増．蔵

善太郎
彦四郎
新左衛門

尾藤孫作

72　
石
ユ
「
1

？
㎜
？
ぷ
議

桁

〃

4
〃
グ
、
子
　
’
s
s
”
　
f
／
屋
造

1
2
．
F
1
2
L
菓

機
機
　
　
　
・
　
r

手
引
・
〃
〃
〃
貰
．
油
〃

地

　
・
　
　
　
・
他

代
・
〃
．
吻
城
緬
腐
の
　
一

　

　

　
結

縮
豆
そ
種
∵
紺
酒

官 　　　　　　嘉永2，3年手機4桁（官代地）

織元灘屋平兵衛安政．6年引機1〃（　〃　）

〃　御園町

〃　東鶉村利蔵嘉永3年引機2〃’（結城）

〃、上加納左右衛門　　　　・．

年収入　20両

〃　　？
〃’ 　？　　安政6年引機1〃（〃）
．グ　140両　　∴こ’t．．　　“．．1－，．

・・”．・？　　庄屋tt，、　　・．．t，，，一～、．

tt（1）村高一＠392蕉願C8鰍3年♪．、、　、＿．
”②弘伽隼「講醐帳」、硬阜市翻尾蹴四郎家焔プ　　　　　　¶’…’
：t・い（3ポ持高ば：－F惣百嬉羅印・年買菟幽にX：る↓t：　E．：　1：’、、’二三：ご．，こ㌻≡主≧・1

ω安購儲綱劇に興興麺§興鱒裂警熟難擁，
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　質屋経営の2人¢），集収は6Q両活50両と大き1＜；持高；：観9石余・17石余）か

、らみてかなりの土地を小作に出す地主として小作料に依存すると共に，一部

農業経営を行ないつつ高利貸資本としての機能もあわせ営んでいると考えら

れる。　　　　　　　　　’一

　その他のものは，職人，小商い，賃取りなど雑多な営業に従事じている。

年収10両以上は農鍛冶の2人のみで，他の13人は6両2分以下極め・て零細な

ものばかりである。持高については，8．9石余保有の2人が中農層に属する

が，，他は4石以下で，4人の無高も存在yている。．農業面のみでは再生産不

可能のため，いわゆる農間渡世的な営業をなす∴半プロ的貧農層に属すると

・みなされよう。　　L　　　ヤ　　“　　’．　．二→二∴．．

　下佐波村の差出帳（享保14年，寛保21年）・宝暦強年）では「当村男女作之

間テ多足a．成已義ハ不仕　年中作方二懸リ居申％故　当村外二商売仕％者無御

座％」として大工1人をあげ，日置江村の差出帳（正徳元年，享保14年，宝

暦7年）では「男女作之間多足＝男・・莚縄草履わらんじ作り申％　女ハ布木綿

仕％他所江商売昌出％者無御座％」として紺屋1人をあげているに過ぎな

い。差出帳の性格を考慮に入れるとしても，宝暦期から幕末期に至るまでに

綿業を中心とする小商品生産の発展と社会的分業の進展とは，農民階層の分

化をもたらし，農村構造を大ぎく変質させたことを推測し得るであろう。

　なお，’ここで笠松の場合についてふれておこう。天保改革の株仲間解散に

際し，同13年〉月，各町役により調査された「諸色値下ゲ」9め覚帳あらち｛’下

本町と柳原分とが揃っている。第10表は下本町についてみたものである。家

数38軒中，．28軒の営業をあげており，そのうち綿業関係は10軒を数え，その

他雑多の営業を示している。石高は31石余で，土地保有者は4石以下の極め

て零細なものばかりであり，無高が16軒存在する。営業の記載されていない

離・小作従瀦もあろ熟墜劫」・邸勤」葱瞭業や・曜・
駄賃稼などの賃労働が多かったと思わお蔭∂；獣うじていおゆ：る半法ロ層の広

汎な権裟だ赤セ瀦であろ痴幽㍉F一㌔　∵’∵
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．二第10表．笠松村下本町営業（天保塑年戊　　　　　’

名　　前 「営　　　業 已高 惨数 ：備　　考

甚　　助 木綿
石
0，044 2　‘

：　　　　　　　　　　’

喜兵衛 太物，絹布古手 0．6452 3
一

庄　　七 lt　　　　il 0．1639 3
一

と　　　い
（和助後家）　　　　　　　　一 ll　、　tl 0 1 A

＼

吉左衛門 ”　－2；、c．　　．．．
0・ 4

嘉兵衛 かせ糸売買・、、　… 2三9767 3一

’

弥三郎 紺かせ其外染物類”
0、∫ド’♂　　べ　”　、 4 下男　3人

治1．兵癒 ！1．．．　 〃 ∴．ぴ3568 7：

ζb／

、1平こ∴助， 糸売罠洗張り・ ，《L一 5・

写’三こ1廊
’・
紺足袋1・白足袋その他・ 〇．324・

、

　　　，1

武　　助 酒　　　　　　　　・ 1．1586 ＞ 8・

助三郎
｝
1 0，698 4

薯写三舗1解 ’
輸嘉献売城、41・ご・．三ご：二こ’　　　　　　・・

　’一3三8172｝・」7㍑
一

　　　　　　　　　　　一

　　「臨、　　　　　馳　．

1干男二3人庄
㍉
。
▲
・
．
’

1鞭、．こ牙鞍頓麟儀蓑．☆ 裂鰯塾
《

こい㌧，∴∴、

林兵衛
喜　　助

　　〃　　〃　，貰小売“質∴∵三：∴∴レ、三
　0．058パー’｝一’～一゜・一冷鞘8避

　　4碗。ぷ：1フ三’

β　一・3’9⊃
：’ ，～二、．こ’一ら1

’下男ユ人
． 嘉兵衛 〃，菜種　　　　　’．エ

　’α2924一　　　　　　P　　　　　　　　　　　　’　　　　　、 　　6㌧s　　　　　　　　　　　∀

久兵衛 油，ろうそく，荒物．麻，紙類 2，431 7 下男　1人

万三　郎 ll　　　　　1｝ 0，364 4

甚　tt吉． 豆腐油揚せと物」 10・ 5
ゴ

一 嘉、　蔵
　
0
．
2
1
6
「 2

勘こ’”蔵・

　　　＾、1
・・ 茂・一…助

　一∨グ　」ク，宿屋　　　　　ト1
，　ψ　　　　　　　こ

宿屋　’一 0
0

　　4

’

　7 懸り人4人
，ふ’ニミ’・ま・へ’て弥七後家）

、　　「

、 すし其他　　　　　． 0
一
4

団右衛門’
’

干物，青物着 3．6012 7 　　　　　　　　　　　一r

恒　　次
古道具，宇治茶　1 0 2

庄　　六 まんじう其他 0，164 5

長一次郎 緻張替 0．2061 5 　・鴨．A・一 懸り人ユ人

‥
専・　治’　　　　　’、

： 0渇24 ＆・
二下女・1人・　　　w

慈、，聾tt　　　　　　　　　　　　　　　ノ1嘉・　　七

・・「三い∴○　¢’　∵㌧

旦．．，1σ1∫．　　7「吟 　。ξ二A　　5“

1し！tい告’・ぺ≡〉㌦，・’1“｝　・～＿．，・＿

ノ新∵’助“

講、　助
撚こ

㌻・ぎ1℃幽・一“・∵’　一：’・’　　　バ∴：一警

　0
＿阜，　　　　．ユ三

　　、・‘’ Flペミ〔：2c：　　　　　　　　〆

　　　、5一1’一一

「；”1∫　”　　；了．1、1

　　　　　　　　一s　　柄∵〆：～’
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名▲ヒ川へ麿献ぽピへ□秦1浦高協数1備’考
助　　　蔵

忠　兵　衛

里　　　き
（定七後家）

彦　　助

安兵衛

o
o0．31’
0

1．048

5
4
8
5
3

（1）天保13年「宗門人別取調帳」，r笠松町史』上巻p．341－2　　　　　　・’1’∫二二

（2）高31．02675石，家数『38軒（高持22軒，水呑16軒）．『　　、　　　　二

　　　’　　＿　　人数169人（男　　90人，女　ll　’t9爽・）　；，：t”t”　　　　1三　f”i・

③柳原町の営業は以下の如くである。（r笠松町輿一上巻p．343－4）’操綿1，古手2把紺

染1，質物・衣類・鉄物道具3，果物青物ら，草履・、ee．teの．p　1些，・．　i油1，団子屋3亘豆腐

2・生魚類鍍願5・蘂瀕・q穀粉3’騨壬・・搬拒子類2，古道具3，搬2，
1輝溜り3・．麺小間惣患、材木類2・薪炭6

　．笠松村11力町のうち，下本町の社会的分業についてみたのであるが，後に

もみるように，幕末期笠松三郷には，数力村に出作りをもつ大地主や，濃尾

にまたがる大問屋・織元が存在している6これまでみてきた綿業農村とは明

らかに異なった〉在方町＝商工業村落としての特質を認めることがでぎるの

である。’・

　下佐波村の縞木綿生産の展開に関しては，’旧描においてこの村b織屋表を

掲げておいた。文政一天保期の官代地機の内機業者（北組のみ）13軒，天保

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
耳年引機業者（南・北両組）14軒を数えている。尾濃綿業においては，一般

　　　　　　　　　　　　　　　くの
的に天保期以降出機形態の増大傾向をみるのであるヵミ，当村を含む加納藩領

においては，幕末期綿織マニュとみなされる内機経営も増加しており，安政

一
元治期頃，そのピークに達していることに注自じたじ㍉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　ぐ　，t下佐波村の内機経営桁数の判明しているのは，1ん2機の零細なものばか

りである。天保10年桁数不明の内機経営4軒のうち，長右衛門は前述の如く

弘化4年出機5桁，年収20両の経営であるが，どくに着目すべきは，青孝久

『兵衛菜久八はその後継著歩の場合である。洞年春ボ家が縞木綿生産に従事し

で醗幽ま迦纏代醜疎紅貫7・匁鰹輪を肌が主壕ら
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　一じ置候所，去丑七月庄右衛門丼二親類継≡≡郎与申者同道申参候ニハ，御年

　　貢皆済難仕旨相歎キ参リ，絶而相頼候二付，無鹸義同人住家引当之証文取

　　之，金子六両也貸渡し申候，然ル所昨冬諸勘定不仕候二付，及催促候得

　　ハ，隣家長三郎継三郎両人罷越申聞候ニハ，庄右衛門義金子入用出來候

　　間，何卒又々金子三両取替呉候様相頼候二付及断候処，右両人織上リ候

　　分品々持参可仕旨申聞罷帰り，等閑二仕候間，当春二至リ早速差越候様

　　申遣候処，後♂嶋持参可仕間，先々帰り呉候様申聞候；，然ル所継三郎長

　　三郎両人罷越，昨冬無拠金子入用二付，預リ嶋隣家堀庄助辻廿六反，親

　　類徳三郎江k反都合ミ十三反相預ケ，傘子借用仕，申分グも無御座、何

　　卒今暫グ勘弁致呉候様両火ゾ相頼，誠以不坪至極，早々差戻シ候様申聞

　　候処，右両犬申候庄右衛門一言之申分も無御座付，親類之者共江内談仕，

　　早々預リ置候仕呂もの可差戻様取斗可仕趣二而罷帰リ，其後又々右両人

　　罷越申聞候ニハ右親類之者共一切取合不申不実之趣別m徳三郎庄助隣家之

　　義，私方之品物目当二金子取替候義も不行届，無拠庄屋江崎庄兵衛方江頼

　　入候二付，‘右人より御上様江御冥加も上納在之段，利解致呉候得共，等

　一閑二仕，難渋迷惑仕候，最早相対之済方出來不申，不顧恐多御願奉申上

　　候，何卒御慈悲を以，庄右衛門始継三郎長三郎井嶋預リ人被為召出，品

　　物ハ勿論住家書入金共急速差返し候様，被為仰付被下置候ハ・，難有仕

　　合二奉存候，此段厚御麟奉申上候
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（天保13年「諸事願書留帳」）

　織元（出機屋）青木家より官代地機の引き織りをしている次木村の庄右衛

門は，年貢に困り，’住家を抵当として織元より金6両を借り，さらに，織元

に納入すべき縞33反を抵当として，隣家堀庄助と親類徳三郎より借金してい

る。そこで織元青木久八は，返済を遷延している虚右衛門にたいし，「最早

繊が蹴出来示斑，1古惹受式r品物逢縞33反）ハ勿論住家書入金（6両）



　　　　　　　　　　　　　　　　芸繭撒鷲閉嶽階層赤イ踵璽概観　　品07

　共急速差返」す斑部ミ珈納蹴宜に訴慈出灘癒若こ＠結果がどうなったか

　は不明であるが，ここでは，織元が引織業者を従属き逗塾・く一⇔の過程を

経こ漂できる旬ろ垣、・．三’・t，L、∫”　L

、熱註嘩家1ま・・つぎの史料カミ示すよう頑留剰嘩鯉しほ内

生繍約・・…殿上加綱園町り鰻次鶏礪獅懸難’　→t

　　　　　乍恐御届奉申上％覚

　　　　、tli，桟留機拾桁　　　青木久八　　’三、「・　　：ぺ’“・ごい
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　　織機1桁当り縞生産高は，．孫吉約20反にたML；青末琴曝約ξ5反であるこ

　とから，10桁のうち若干の出機を持っていたかも知れない。しかし連年のこ

　の種の史料VC｛Q，出機の場合はそのように明記してい6一し，また孫吉は，前

　述の如く，21年後の弘化4年，内機4桁（年収24両）を使用していることか

　ら↑『両者ξも内機経営が主体であつたとみなii・lit’xいであろう。

　　青木家の縞生産形態の具体的内容については不明であるが，当主久八が同

　年6月7日より10月26・日まで江戸に出て留守中，前述した分家前の弟助四郎

　が経営にあた？ている。［諸事旦記帳」により，その経営状態をうかヵミって

：みよう蚤・1ゴi｝”∴’　　：・：i：　‘t　　　　　　　　　　　　『　’・’r

㌶欝霊三璽癖霞驚｝㌶慧誰㌶灘
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，騨璽る・ま嘩縫（綱助）・eSUtlの小早山又引1方（「日S・E

帳」’返貴主名螂、し迫麟㊤が，豪商渡辺三統延属尤亙助左勧涯ど至あろ
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嶋売二行：

桑名5帰ル
＿、－nl－一一・＿．一一：

残リ嶋玉2零反戻ノレ

名壺室

桑名

　ω弘化2年t助四郎諸事自記働ごに山石。r鴬言・）1　　　’　　　　←

②岐軸次獅解酒「障本・塾灯嶋剛粁がある・

う溺等透縞潰ヨ割藍嘉永14年株仲間再興後，江戸め縞特権商人である「太物
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問屋」，「白子組」に連繋する尾濃地方の丁結城桟留縞買次職⊥の江戸積株仲

間である「弐拾六軒熟談組」に「新組」として加入した上層在郷的縞問屋商

人達であっ幾弘化期頃，青木家は，すでに藩領を超えて発達・拡延してい

た濃尾縞木綿生産流通を基盤として，竹ケ鼻・岐阜L’、加納等の紹糸問屋から

紹糸を購入し，生産した縞を，柳津’J・．田代・笠松“・竹ケ鼻・岐阜等の美濃側

のみでなく，尾張の一ノ宮・名古屋から，さらに桑名に至る大縞問屋に広汎

に売り捌いていたのである。また「日記帳」｛こはピ与三右衛門c太兵衛・由

兵衛のほか．かなり多数の使用人の存在が確認でき，さらに，「甚助」の例

からわかるように，伸買商をも兼ねていたこ孝を知ることが雪きるぼ、・1

　以上Q分析により，青木家の土地保有が比較的少なかった天保←弘化初年

頃．（北組内石高・天保5年一7β石iL同10年ゴL5有・弘化元年t23P石）・、

そり綿織経営がマご竺ファクチ≡ア形態を穿亘甕お塾当段階におけるこρ

村の小ブルジ・ア的発展嚇輌玲鋪業鎚織していたとみてよいであ

ろう9　　　　　　・：　二’：T．　’・　∴1ご＝’一・、

・うした織アそ煕んnlE’　t，　．こ嚇期逗内外に出髄繊する織元問

屋も出現していだこξぽ’前述の助四郎・長右衛門の場合や，嘉永2年の例

（助四郎：⊃出機10，太兵衛一同7，孫吉一同3・内機3）より明らかであ

る。

　天保一弘化初年頃，綿織マニュとしての内機経営により資本蓄積をした青

木家は，弘化3年には，加納の豪商尾関仁兵衛と共に，保有石高・一住家など

を「根質」として，加納御園町に「紀州御国産紹糸売捌所」を設立している。

それは，濃尾地方で生産される結城・桟留縞に使用する紀州日高郡産の西国

紹糸は，従来京・大坂の特権商人を介して取引・してきたが，今やこの地方綿

業の農民的商品生産流通の発展は，中央の特権商人支配を脱して自立化し，

紀州と直接取引するに至ったこ1とを毒味レ京・た。青木家の紹糸問辱亜人と

しての活動は，紹糸価格の騰貴と・加納藩の紀州藩かhの借金返済が滞ると

いう悪条件のなかで，嘉詠二3年頃には綿業関係から完全に手を引いてしまっ
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だこど匿ついてほジ．旧稿匿おいてみたところである61かくして青木家は；’加

納藩勘定方として領主権力との連繋をますます強化すると共に，急速に土地

集積を行なって寄生地主化している。

　天保一弘化期頃，当村ないしこの地方の綿業を組織し，先頭に立っていた

　　　　　　　　　　　　　と思われる青木久穴，助四郎，’長右衛門等は，その後，とくに開港以後は，

綿業関係より離れ，多くは地主化の傾向を促進したのにたいし，より下層か

らの小ブルジョsデ的発展とみなされる綿織ヤニュ経営，ないしそれを志向す

る独立の小営業が展開している6，1　．1・・．、、

　第13表は，安政5年の下佐波二自置江両村の織屋表である6E一れは加納藩

が藩札発行に際じ調査じ走猶重あ曽営的織屋で㌻さ喜でぽ出機は含まれてい

なCsゴまず一ド佐渡村織屋の4軒ばらいてみよう）。内機i8桁を使用して機留縞

月産375反，年産4，450反の桟留縞を生産している。1桁当り月産約20反であ

る。内機5桁，年産1，000反以上を生産する3軒の経営は，一定作業場で10

人程の労働者が働く，最小規模ではあるが，マニュファクチュアとみなして

　　　　　　　箏・表t．下雄・∪助欄鯵（安政・年）

　　　下．佐波村

○兵　蔵
（兵四郎）

5・2・・，・4・観憲田蝿利助
4：8417安政4～6年内機5，

　　　　　　　　　　　　笠松
○孫　吉　　．5　　1001，200　　t．

　　　　　　　　　　　　竹鼻

関屋本助

布屋吉兵衛

3
4
3
3
声
0

機
機
機
機
機

内
内
内
出
内

年
年
年

ワ
の
　
ワ
　

批
纂
年元治元

2723N’

清麺・1叉矧370笠松関屋太助
’L　一ザt〒　　　、1，1上r　　　＿　　＝；ぐ

・皿籍藩6璃齢
託、，L・8「破・亘9じ；；：tp，
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日置江村

織屋名、 年産額 販　　売 先

○彦七1 2，…反1大沢文助（竹鼻）1・4ち・8

　　　　　　備　　考
文久2年酬（弘化4年耕作畝数）

　　　　　　　　　反
　　　　　　　　10

○常三郎1 2・…1幕屋惣吉（‥）1・・・…　・1

・・… 1赫治左衛門（田代）1・…4｝

11．2

○為、八1 ？

○小平次 ・’…1大沢文助（竹鼻）1・・7631 16．8

○甚　．吉 …2poi渡辺雄衛門（北方）1・ 6．5

〇八欄∋ ・…oi太 三（錨馴　16・・ 8．6

甚太川 …1纂屋惣吉（岐阜）1・ ？

㍉二柱鯛ll繊、．60叫幕屋膠吉（岐阜）い0・・3 7
＾

。一言熟，：ぽ・・［・四・2Ll．・4・’5

金三⇒ ・姻∴蘂・－11逸849・． ？

為蔵1繊…1嬬屋源魏〔鯖；1忽・1： ？’t

宇右衛門1 ・・惨 助（尾張）1・ ？

計一 ・…4・｝

：”：（1）安Ut’6年3月「桟留織屋丼引織取調帳」安政4～6年圷佐波村諸願送手形下書留帳」

　　　安政6年4n，「御領分申傘醐出来数取調帳」（『加納町史』下巻）

　（2）土地保有は’「高揃噛　（下佐波村），「紀州様御講金高割椥　（日置江村）による。

　（3）○印ほ綿織マニュ経営とみなされるもの。　　　　　　　　　　　　　　　　　“

よいであろうb村内に出機3桁をもっている曽平Q例からみて，彼等は村外

に．も：かなり多数の出機を組織しているものと推測される6曽平・孫吉はむ元

治元年には内機6桁とその経営を拡大している。土地保有との関運ではジ曽

平が↓1石余く文政12年保有反別2反余）で中農層に属しており，．綿業経営に

よる蓄積資本のデ部を土地集積に向けたもQと思われる’。他の21人は5石以

聴零細で違珍醐傾熊熱⑭昧き淳醸・壇顯髄齢梅
年産370反で”1i経営規模は他の8軒燈ぐら憾零塗数｝。｛纏壊撃年曇町8反余

保麺上層齢ら拓鍵働さ題鰻毒纏翻濃雑営註力鯵く
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経営であったと思われる6”　　　　　　　　　　　　・　　　”…

　日置江村の場合は，織屋12軒で桟留縞1σ，840反，結城縞80σ反，計11，640

反を生産している。「1，000反以上生産の綿織マニュとみなされるものは6軒

で，9，600反を織り出している◎下佐波村の例から類推すれば，12軒の織屋

のもつ織機は40～50桁で，労働者は70～80人ほどを要することとなろう。最

大の織屋彦七は，年産2，　800反であり，織機10桁・20人ほどの労働者が働く，

かなり大きな綿織マニュとみなされよう6持高からみて，常三郎が中農上層

彦七・八右衛門が中農層に属し，他は極あて零細で，無高が3人存在じ宅お

りelでもかな旗。きり遮錘晦離の実態詠じているといえ・在・

　L）（上に分析した独立生産者の継轡る：「護留友び結城織元」カミ，向年加納

藩領i2力村（下佐波・日置江両村を含む）でゴ総計42，600皮を織り出してい
　

る。そのうち年産約1，000反以上の綿織マニュとみなされる21軒で，32，　500

反と総反数の77％を生産しており，彼等がこの地方め縞木綿生産を主導して

いたとみてよいであろう。

　こうした独立的小営業者，綿織マニュファクチュアのほかに，その外業部

として組織される農家副業や，他領・他村の縞問屋・織元からの引織業者も

多数存在していた。，第14三15表は同年の下佐波t東下茜部両村の引機業者表

であり・第・6表はそ提泌磯籍（織元塑居枇勘培紺した

ものである。

　下佐波村でぱ‘・S1軒の引機業者がr織機55桁を使用し，月産結城XX3’42反f

桟留縞2蔚反計605反を生産し，東下茜部村では，27軒が結城機・官代地機計

32桁を引機している6引機数は6軒（2～4桁）を例外としてすべて1桁で

ある。ユ桁当りσ月産ばダら、～20反とそゐ差が大であるが，平均11反余で，．・

前述内機の場合ゐほぼ半ばに過ぎない。それは一般的に引機が女子の農間余

業としで行なわれるたあ，「内機にくらべ，農繁期など，生産ぶ恒常的に行わ

れず不安定でそれだけ生産高も低かつたがらであるといえよ夢。

　彼等を出機制の亀どに組織する綿織々三ユないし縞問屋・仲買商などめ織
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撫者名曄数ド肩鹸麟元年曄業著蝦欝1備　考

久四郎
甚太郎
甚兵衛
治郎兵衛

三五郎
七十郎
安兵衛
　　　？

治郎右衛門・

嘉平治’1

武兵衛
捨、吉
五右衛門

源兵衛
清五郎
林右衛門
其右衛門

計51人

反9

5
7
9
ば
芸
ζ
◎
品
8
・
5
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
d
i
　
．
t

◎

　

　

　

　

◎
㊤
　
◎
◎
◎
㊤
◎
◎
◎

桁

x
X
　
x
N
　
x
X
　
x
X
　
x
N
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
4
r
l
　
x
N
　
x
X

55桁
◎342
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605反

．1’ oE6，

7．9005

　　　0

7．8997

3．9681

10．3968
♪ 3．5699

　－？…

2．5107

1．6675’t

21頭§サ

　　？　｛1，

　　0”・
　　　0　’1

2．7431

15．7907

　　　0
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平

二
衛
二
平
門
助
助
門

〃
〆
〃
グ
〃
〃
〃
兵
〃
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禰
　
禰

利
　
藤
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曽
に
．
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林
清
安
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　　〃t’”　s
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　　〃
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1
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　　〃
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下佐波

　　〃
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：北宿

　　〃

南宿
狐穴
長池
　鶉
舟原

元治元年内機4

元治元年内機7

（1）史料は第13表と同じ。　　（2）◎は結城縞’その他は棲留縞

　　　　第15表　　東下茜部村引機業者表’（安政5年）
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（1）史料は第9表註（4）に同じ。 ②　◎は結城機，その他は官代地機

第16表　　下佐波・東下茜部村引機業者の集計（安政5年）

＼出撲の喉者饗議鴎㌫齢1議留縞1≠機数1月産額1織機数1月産額
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＼商鱗者の村慣亘劉薫議；隔麟優代蓑「計
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　史料は第14・15表に同じ。

元について戸と・笠松≒搬そ臓醐津枇その集中騨高い・下雄

村では，織元｝8軒が3薩干を組織し，38桁月産382反と全体の桁数の約70％，

月産の63％奈を占め，’藁下茜蔀村では，織元6軒で22軒を組織し，27桁と約

85％を占めている。とくに笠松三郷に属する田代村の吉兵衛ほ，下佐波村18

軒に19桁を出機し，月産200反，同じく和兵衛は，10軒に10桁を出機しt／月

産95反をあげている。また柳津村の千次は，東下茜部村12軒に14桁を出機し

ている。田代村吉兵衛が，東下茜部村にも2軒に3桁を出機レていることか

ちもわかるように，彼等が両村以外の周辺綿業農村にも出機を組織していた

であろうと推測きれる。笠松「田中屋」の如き，濃尾にまたがる縞木綿生産

流通を支配Lていlfcrt織屋≒仲買，蘭屋が，美濃縞地帯Q中心地である笠松

三郷や竹ケ鼻などの在方町＝商エ業村落に集中していたことを知・6　．gとがで

き駕。

　つぎに両村引機業者の土地保有についてみておこう　（第17表）。不明分を

　　　　第17表　　下佐波・東下茜部両村の引機業者と保有石高との関連

不　　o　　q　　1　　2　　3　　4　　5　　10　20
　　）≧≧≧｝）乏以明（石）　　1‘2　3　4　5　1020上 計

汗佐・波壊久元年） 5　10　　6　　6　　｛5　　2　　3　　9　　3　　2，

（戸）、　　　　　　　　　　　　　　．

51

r
甲ち （斉ジ6㌧2°42〒 1 27

’　　　r　　　一冑一一旬一　　→P　　　　　　　　　　T
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，～　一＿一一一一一一r－一一一一一、一一一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　．　＿「1、　　一　＿ぺ　，．1、’一・～　P馳⌒　「　　　一　一＾　　一一　’一　’1
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除いて，3石以下層が圧倒的に多く，下佐波村◎場翁，・、無高10戸を奮めて27

戸（58％余），5石以下層では32戸（69％余）を占めている6縞木綿生産に

おいて広汎に小経営が存在するなかで，一方マニュ経営＝仲買や大問屋資本

が形成され，他方それらの出機制のもとに零細貧農層が組織され，賃労働へ

の転化も進行していることを知ることができる。

　しかし5－20石の中農層が12戸（東下茜部村6戸），とくに林六（28石余），

武兵衛（21石余）など20石以上保有の当村最上層農までが引機に従事してい

ること，さらに引機4桁の源兵衛が，元治元年には，村最高の経営規模で

ある内機7桁を使用する綿織マニュとなり，引機1桁の久四郎が，同年内機

4桁を経営するに至つている．eとなどに注目しなければならない6したがっ

て，引機業者の土地保有との関連を検討することな：く馴彼等が一律に，「隷

　　　　　　　　　　　　　ゆ
属的生産者に転落しつつある」とみた・り，まして天保期に主め地方の寄生地

主制・轍繭機制磯難璽銑盤辮雛鱗勧の中
に歪曲され，出機制という経営形態をとって体制恩蛋遍惑き：まれていった。

だから，寄生地主制と出機制的生産様式とは，共生的関係の上に成りたち，

　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ互に再生産的諸関係を共合し．f．Y．｛　te　」．とする見解は再検討されるべきであろ

う。　　　　　　　　　’’”

前述の源緬家・・，幕末撒縦産縦事して・・たこ遠「蘇縣諭

．によ・ても明らかである・ま紋久2年と毅瀦硬料をあげ硫つぎ

の如くである一　　　　　　　：．．．・．11　．一一t．，◎．

　　　　　　　　口　　　　上　　　　　．　　ジ　　　　，．”；．　’　；L　t；．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濃州厚見郡下佐波村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五踊嫁1．一．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：誘三．工：・

一 礒内職・桟酬助1鯉羽瓢西少貞旨村粟曄願娯売働

こ通謬≡、灘難馨；㌣
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　　　’‘　　ぽ一1．雛日「1「：’∵　二　三鋭ざき：ξ”へ∀ミllい○’2㌫（日主三

：・．1－　’㌍金拾八商請取　　　　　　二9ピ藩容○ゴ・・
　　　　引乞三二．．，一，　　一、，　．rf、鯉1隷1∴．

　　　　　　金四両訪ト銀弐匁不足　・一バ…≡蕊治

　　　　　　　　…剰村庄屋’．…t’t’1：1叢議1㍍
f，’　”・．・．　’L，［－L｝、，”∴，川村八9P左鯛　　　∫エ㌍・し・葉

　すなわち同年11月から12月にかけて，青木五兵衛（源兵衛の後継者）後家

のぶは，縞仲買羽栗郡西小熊村源右衛門を介して，桟留縞80反（金22両3分

銀2匁）を「弐拾六軒熟談組」の「古組」に属ずる縞問屋岐阜金屋甚三郎

と，大手の縞仲買商北方津国屋（代三）に販売し，内18両を受けとっている。

この史料から，年間を通じての縞生産はかなりの額にのぼったと推定され，

隷難竃雛購講簿議饗毒：；篇ご
ニュに上昇したものとみなされる。

　東下茜部村では，安政5年には引機業者のみであったが（第15表参照），

文久3年には独立の桟留縞織屋が存在していた。

　これまでみてきた諸村を含む加納藩領＝美濃縞地帯北部においては，さき

にもみた如く，マニュ経営ないしそれを志向する独立の小営業の発展は，安

政から元治期にかけてそのピークに達しており，さらにこれら綿織々ニュの

ほかに，その外業部として組織された賃機や，他領・他村の縞問屋・織元か

らの引機業者も多数存在し，かなりの程度の社会的分業〒琴工分離を成立さ

せていち継弊誕露析は男嘩拠たい力頬易による実質的

影響はほぼ慶応期以後にみられ，その対応の仕方に地域的差異があったよう

に思われる。開港後の洋糸流入によ’る綿業界の混乱，：停滞期に，その生産・

獅組織の再鱒鯉勲堕尾懸煕：質ζ躯祭灘地鮪
部の綿業に旭卿地翫部では・蚕頴繭警礪塾鱒薄ど；

一般的に綿業は衰退傾慮凌老ったものとみなされる。
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注（1）、塩沢君夫・川浦康次『寄生地主制論』，林英夫『近世農村工業史の基礎過程』，

　　中村哲・川浦康次「幕末経済段階の諸問題」　（『歴史学研究』M225）．拙稿「展

　　開過程」等参照

　（2）開港貿易が当地方の繊維産業および農村構造におよぼした影響についてのくわ

　　　しい分析は，別稿に期したい。　　　　　　t－t・…

　③　弘化4年「宗門人別改帳」

　（4）幕末尾濃地方における綿織マニュファクチュアの規模・形態等については，塩

　　沢・川浦『前掲書』，中村哲「幕末期における農村工業の展開」（『日本史研究』

　　　　28号）　等参照　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　一

　（5）拙稿曝開過程」，P・70－71・第4表．∵、∴こ’∫1．∴1．、．．　ttt

膿灘蹴難：曉紬磁∂雀書畿と娠ら
z　1’ も濠繍魏編秦の醸擁増力・∂繊繊繊ぶ㌫捲二’J：・’　・・L

．・
J’　．’三巳’二．鴛．r∵’「　　中島郡諸村引機業者表

＼’村・名 引　機
（結城）
（桟留）（計）者数（引機2桁曜議）桁　数　　　　　引機業

　備　　　　考

以上

㌶網 ・桁・桁・桁1・人1・桁→・人 3人

須
．

大
．

神八

天

保

15

「’ 年イ・

2 ・1・1 2

2626い61・→・ 9

．市．之枝1 ・・2・81・Qll，；1
4

石司・ 6 ・172→・ 6

曝↓石、甲 4 3 7 7 6

．慶2，

応年
南之一J．II． 29 6　　35 24

4　→1
’3　→3

2　→2

16

　　・一①溺飾翻敵書による。’

　　”6騰繕鷲、憎騰謝響㌫鍵㌶醜留鳩
　　　　’出機獲蓄恒拓鋲人がある。　　L

・：⑧，・乍恐御届奉申毒k覚、　　　　　　’　　　　　　　　　　　　．　　　1一

鷲雛議鍮雛緬融。mp相尋申繭切相知不
一二領拓簡・；編鱗声螢凝盲上r’1；fltrl　，　J　∴ぽ《・　丁　　一・　u’「・

♪　　　　　　 ．ぷ，已：：jr；i三、　
一一 北下佐浪村青木久碧衛．
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・・
∵1：扉庖環騨∵　　t’tttt∵’層”：1・”，∵　’　lfr　’：t・t・　’／・：一’：1

　　　御代官様　　　　　　　　　　　　　　　（天保40年f諸願書丼村送留帳」）

　イ9）拙稿「村方騒動」IV注（7）。青木久兵衛家の地主経営柊ついては，別稿を予定し

、ゴいる．なお当家につv）ては沖村哲揃掲紋」・麟夫聴掲劃に関説さ

　　れているが，両氏とも，弘化3年，「紀州御国産紹糸売捌所」設宴・認可のため

　　「根質」とした165石余の土地保有（注ω参照）’をそり嚢ま認め。商業高利貸資

　　本F，寄牛地主面の分析のみにおわり．当家の縞木綿生産部門に関する検討が全く

　　なされていないと苧うに難点があると思われるc

　iao）灘稿・「展開過程」

　ω青木久八・尾関仁兵衛の「根質」としたものを表示すれば，以下の如くである。

一　　　1青木久八、 尾関仁兵衛
1石高（出作共）・65石・余　　i’83石42

物・離）1・・5石85（…）　1 69石239（0．83）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
’
田
　
　
　
　
　
　
　
畑
　
　
－

’、’一　　’「’　　●一、　　　ド’

宥∴：∴『
“ ご田　4、　田の提米

　　　畑

　畑の捷米

231反7f　　　オし遡36反5

161石8（1石2掟）

　95反2

　95石2（1石提）

126反8

96反1
134石54（1石4捷）　計1『30反7

33石77（1石2捷）

差引力・地子米1・4・石・5（358俵）lg9石…（247齢）

売買値段 田・・両余麟劉 ・噸（曇靭

家売買値’段，1　　　　1685両程（・輸

建造物その⇒骸・壌2ほ家し議㍗屋しき

　ただし，この表示が果して弘化3年の現実を示すものかどうか，とくに青木久

八の土地保有高には疑問がある。弘化2年一「高拾石以上取調下帳」によれば，青

木家は下佐波村内第10位で，22．981石を保有するに過ぎない。上・中佐波村，高

桑村に若干の出作りをもっているが，「出作共」としても，165石余にはならない

と思われる。当家の分家政之亟は，弘化2年17．6074石保有となっているがすで

に天保10年以降，加納藩典医となって転住しており（「宗門改帳」，『加納町史』

下巻），土地監理は青木家があたっている。したがって165箔余1「根質」は，

「紹糸売捌所」設立認可を受けるため，筆頭頭分庄屋の地位を劉用して，政之亟

など青木一統の土地保有をも壱鱒て記載蕪卓のではないかと推測される。
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　ほぼ18世紀半ば以降の農業盤塵力め発展懲，．滴品ゴ貨幣経済の農村への浸

透とは・封翻・農民が剰余紳剖考鰭し，いわゆ緬芽ts利潤を形

成する可能性を禁かくしそ農離翻化球準蕪埠なる・，

・これまで美灘帯蹴る・縞木縦産を軸と瀦痂蝉展開と社

会的分業の状態とを，できる限b辻地保春と関連さぜ薮がら穫観してきた。
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ここでば同地帯をとりあげ，階層分化の状態蓬圭どじて土地保宥の面からみ

ていぎたい。農村工業など，商品生産流通め発展している地帯では，農業経

営規模の視点ふらのみ階層分化をみることは，明らかに不十分であるが，そ

の点を考慮してのくわしい分析は別稿に譲ることとしたい。

まず下佐波村の場合であぴ当横延享3但6）⇔明ge，｛（1871）

年まで，北組（北下佐波村）・南組（南下佐波村）に分郷しており，両組間の

出入作が極めて多い。村方文書：は，・大部分北組に属するものであるだあ，村

全体としての階層分化の状態を把握することは，困難かつ不十分とならざる

　　　　　　　　　第18表　　下佐波村土地保有別階層構成
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寛文
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1 ’〆rゴー

宝暦
　　　　へ、
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（1754）

‘文政　　12
（1829）

「
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　　元・
（1865）

反
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60～70 ∨

67 64
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，． ＝’ 一嘗’＾二一．ご　三ご ㍉； レ

7～10 205 19．9 256 29．b
F

228 24．4 166 17．6

5～　7

3～　5 79 7．6 172 20．0 184 19．6 159 16．9

1～　3
、

0～1
12 1．2 27 3．1 35 3．7 30 3㌧2

計 1L・・2反1 …％1 88・反1 …％1 ・剰 …％1 94・反1 100％
入．作1， ・o反i 亙・％1

’

・48反1 元4・％1 ・22反1 ユ≒・％1 53反1
5．3％

総面積IL・・2反｝ …％1 L・29反1 …％1 L・58反1 …％1 994反i 100％

　（1）検地帳による。反未満は四捨五入　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　z”’：．

　（2）o卿輪は近年のものより推定　　　　　　　・・’三」二

を得ない：、そこでまず「検地帳」に．より村全体をとりあげ，ついで南・北組

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほハ
別の、「高揃帳」．による階層構成表を併用してみていくこととしたい。

　第18表は下佐波村農民の土地保有別階層構成表である。寛文13年，宝暦4

年は検地帳によづでおり，支政i2年，慶応元年は，宝暦検地帳を基礎とじて

その後め土地移動にっいピ貼紙をして示ざれて恒るものを集計した玉のであ．

瀞第・9薮醸描の変巌砿i漣泌鑑に，ぎ麿鋤後時・Jftit

、入註ら土地保儲遠加泣も磁緬り多くジ嘉灘百姓あ融、
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第19表　　下佐波村戸数人ロの変遷

年
代1戸数（本百姓・水呑）1人・（男・女）1備 考

正徳元（17i1＞

享保14（1729）

寛保2（1742）

宝暦4（1754）

天保21（1831）

安政2（1855），

文久元（1861）’

176戸

・194（132・　62）

196（136・　60）

177（147・　30）

ロワコ

，ら1

200（146・　’S4）

　　753　　て384・369）

749　　（381・368）

734　　（368・366）

’624　　（298・326）

766

「指　出　帳」

．「　〃　　」

「　　〃　　」

薩　　　帳」

「諸事願書留帳」・「宗門帳」

「　　〃　　」・「　〃　」

「雑穀有無取調帳」

天涙2年以降の戸数には潰株百姓も含まれている。

も推測されるので，階層分化の厳密な●析は不十分であるが，その大勢を把

握す1るごとは可能であろち。

1蹴雌縫ぽは」鴻穰麺ぽ繊殻ころであるが・－2町歩以上の
上層顧人で，全蜘篇麟鏑縁；1：緬積蛾編を除く戊の30磁

を占めている。この地方では，初期本百姓の解体，封建小農＝本百姓のム般

的形成が進展したのは，方治～延宝期頃よりとみなされるので，上層農民の

ほとんどは，何らかの意味で中世末土豪の系譜を引く初期本百姓（頭百姓）

として，下人使用の手作経営を行なっていたものと思われる。5反未満の下

層農は，面積にして8．’8％の土地を，総人数の半ばを超える50・4％の農民で

保有している。彼等のうちには，隷属農民としての下人名子的存在から新本

百姓⑯百姓）吐昇したもの治勤ていると推測さ鴻・こうLた難

小齢立化の進硫り・当地方で特徴的醐われ《、ぽいわゆ頭分

制を中核とする近世封建農村が形成されてくるのである。その後め生産力の

発展，とくに18世紀半ば以後の綿業を中心とする商品生産め発展はジ封建貢

租の重圧，水害等の諸要因ど相まづて農民層の分化を促進する。したがっ，て

dyN．の場合・第・8⊇≡髄瞭≧，辱⑭遷からも燃れ繊に・

本格的な農民階層分化の基点を宝暦期とみてよいであろう6そこで以下・t＝，，一

宝暦一蛾期と天保嘩嚢趨担づ塒期に区分してみてい綬鷲ぽ
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いo　　　　　　　　　　’　－t　／’：い‘：パジざ1’・＾　　一冒．、蘂

　（A）宝暦一文政期

　まず宝暦4年の状況を寛文13，年と比較してみよう02町以上層でe‡i，」0人

（7．7％）から8人（4．0％）に減少し，面積では313反（30．3％）がら288反

（32．7％）と，fsっている。．5反一2町層では？：5反一1町層の面積は増加し

ているにも拘らず，．1－2町層の没落が激しく，全体として人数（41．9％→

22・5％）・鹸（6°・9％→44・2％）砕噸典ている・こ拠対応して・

5反以下層で噸（5°・‘％→73竣三騨働ブ・9・・％≧と週く

増大しており，階層分化の激しさをみることができる。’しかしなカミら，こう

した階層分化の状態にJs）Ske＊i前述の如く∫！戸あたり2人以上の土地保

有農民が想定されること，他村よりの入作が，80反（7．2％）から148反（14．：4

％）に増加していること．無高層の減少（第19表参照）による零細土地保有

者の増大，すなわち隷属的農民自立化の進展等を考慮しなければならないで

あろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　”・t

　第18表から把握される宝暦4年一文政12年間の顕著な変化は，6－7町層

の出現と，5反未満層∵

の面積『（23．1％→23．3

％），’人数（73、．5％→．．

75・9％）　¢〉±曽カロ率力、ら．　　宝30

みて一・一層の零細化をみ　暦20
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1114－　AE　．，；保有反別にほしんど変化をみな：，ぼ已1三第20表　・㌔

いのは20人であり，t他の94人が増加または

減少させている。さらに階層別に集計した一

のが，第20表である。各階層とも，保有反

別を減少させた数が，増加させた数よ．り多

く，総数では2倍を超えズF・る1・’第21表か

らも推測されるよう’に，土層農の分割相続

　　　　　　第21表’

＼1難増「減
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1（レ∨2Q〆・・

20反以E

17　　21’一一26

2　7’23’
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0　i　7
計　120”　”3i　63

一下佐波村2町（20石）以上保有農民の変遷

＼1名司罐ム購1闇劉吝釜5匿驕1備　　考

北

証

　（1）源兵衛
　（2）久兵：衛㌧　・　’　　　　一
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　反　1

40，010

45，817
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　　（1）弘化2年はr稿拾石以上取調下帳」，文久元年は両組「高揃帳」の合算による。　・

　（2）他は嘩地劇による・　　－　　　　1

による土地保香の減劣も考えられるが，宝暦期から幕末に至るまでの没落な

、いし上昇ほか籔鞍1漂璽多蕪寧垣瀕醐階働ヒの基点を
おくとしてもダ・こめ時期填豪農範ag，¢Q－：，．般的成立をみること整は疑問が遊る
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と思われる。つぎに観音寺は，1反◎畝捺がらふ挙恋4町9反3畝余と本村

第2位の土地保有者となっているbそれは一般農民の保有地が寺に集積され

たことを示しているが，．檀家制度そめ他の特殊な信仰上の問題などを声慮す

べきであろう。5－10反層においセも土地保甫を減少さkたもめカミ多いが，

そのうち6－8反層より上昇した1町層2，2町層’1の存在に注目すべきで

ある。以上の検討から，この期の特徽としで，階層分牝が極あて激しかった

こと，6町層の出現と観音寺の土地集積，1全般1的没落傾向めなかで，中農層

よりかなり顕著．．t、　第22表　　南㊦佐波村：《南組）土地保有別階層構成

な上昇を示すも

のも・あサた亡遷

な勘ミ把握され

る。
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文政12年までは

75年を数・えるo

この間の南下佐

波村（南組）の
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髄埜職り・斑全体とLでは穣全で鰺の：鷲鵬貼わた・てσく

わしい検討は省略する。20石以上層についてのみ，みておけば，文化13年以

後のGは不明であるが，C・D・Eなどの没落と，M・K・Hなどの上昇を

知ることができる。とくにその顕著な変化は文化13年一文久元年の間にあり

こうして封建的危機の段階といわれる化政一天保期頃に，階層分化ρ面にお

いても一つの画期をみるζとがでぎるであろ．う。　　　　　　　，

　つぎに，ほぼこの時期の日置江村の場合を簡単にみておこう。第23表ほ，

土地保有別階層構成表であるが，文化8年は史料の関係で把握し得るのは階

層別農民数のみである。著しい変化としては，享保8年から元文2年にかけ

　　　　　　　第23表　　日置江村土地保有別階層構成（エ）
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　（1）　「年貢免割帳」

　②宝暦2年明和3年の農民の半数はそれぞれ宝暦3年明和4年よりとっている。
　（3）文化8年ば「田畑小前高寄帳」（松本平治氏筆写）たよる。　　　　　　　三

て，5石未満層が人数（61％→73％），保有高（18％→29％）一とも、に大きく

増加し，それに対応して5－20石層では人数（31％→21％，文化8年には16

％），保有高’〈49％→36％）Nともに減少している。その動向ほ明和・文化期

まで継続しており，中農層の分解・没落傾向を示している。’20石以上層で

は，文化8年にいたるまで人数は8％→6％であるが，保有高は，明和3年

までに5・33％→45％と増加させている。∀第妥表は，20石以上保有農民の変遷
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・一 第24表　　日置江村20石以上保有農民の変遷一tご二
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甚之亟
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　（2）’：文化8年は30石以上だ軌がわかっている。

　（3）1系譜のっながらtaLtもの若干が省略されている。

地集積を進めている。またこの表からp’t上層農の没落と上昇との一つの画期

を文化8年～天保5年においてよいと思われる。．．“r　　『’

　以上の分析から，日置江村の場合も，前述下佐波村と「ほぼ同様の階層分化

の動向を示しているといえよう。　　　　．．∵　一一1　　．一

　（B）二天保以降幕末期　’．　　　、　　　　　　　　・　／　’／　　　・

　まず下佐波村がらみていこう’○第18表によって，文政12年と慶応元年とを

・
比較してみると，1一他村入作率．（i｛1．5％t　5．3％）t・’　h：減少しているが，．階層別

農民数の比率に犠大き海変化はみられないびじがし保有反別ρ比率に垣瞭苦；
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9反余→1町8反余）を特例とすれば，減
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衛門（3町7反余→9町7反余）、の上昇が
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3反余）の顕著な土地集積に注目すべきである（第21表参照）。5反未満層

では，増加が減少を若干上まわっており，とくに2人は1町以上層に上昇し

ている。この時期広汎に滞留する半ナロ的貧農層からも，おそらくは，当時

の綿業を主とする商品生産流通に関連し，．蓄積資本を土地購入にあてて保有

高を増加さ噛た者ヵ澁在し提であみう，と推測されるoIz、∵　　L．“㍉吉

　以上の検討がらぶ主◎間庭鐙ける階属分化ρ激媛か葺た迄、と，貧農層（5

反未満層泥め広汎な存在，t”t．車農層・（筏反÷こ2，顧層が◎→般的没落傾向：，：：g上層
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（2町以上層〉の著しい土地集積庭よる地主化の動向等を把握し得るのであ

る。

　こうした階層分化の状態を，さらにくわしくみるために，1北下佐波村（北

組）の場合を示したのが第26表である。宝暦13年一天保5年間の史料を欠い

　　一　　　　　ag26表’　北下佐波村（北組）土地保有別階層構成
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ている滅一＼ほぼ5年間隔で）’天保5年以後ほ無高の数を知ることがでぎる6

とくに注目すべき青木久兵衛（A），青木源兵衛（B），観音寺（C）はそれ

ぞれの位置を符号を以て示した。北組の場合は，表示した如く，南組を始め

とする他村入作が極めて多いので，厳密な分析はさしひかえねばならないが

階層分化の動向を概観することは可能であろう。．この表から，宝暦期に階層

分化嘩点力Wとし餌天醐嶋・の醐がある・．と7認めb・とが

できるであろう6天保期以降の階層分化の諸特徴を要約して示せばつぎの如

くである。観音寺は別問題として，天保期村方騒動を契機とする源兵衛家ρ

無高への没落と，久兵衛家の急速な土地集積，無高層の倍増（15→・3の，’ら

　　　　　　　　第27表　　日置江村土地保有別階層構成（皿）　　t・　　　　　「’
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＼天凍・（・835）1嘉永ii（・85・）1姦；（185司文久・（1862）
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　14．
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計1・43石1…％1・・68石1…％1・・54石1…％1・・37石1・…、x。

　（1）天保5年は「年貢免割帳」による。農民の半数は天保4年よりとっている。

　（2）その他は「紀州様御講金高割帳」による。　　　　　　　　　　　　　　　　．　．・、．’

石未満層の増加，S　－20石層の漸減等の諸動向として把握される。’：　’L

∴目置江村の場合はどうか。第27表は，この時期の保有高別階層表である。

第23表でみだ階層分化の状態とくらべて，一層激しい5～20石層の没落と20

石以上層の土地集積をみることができるo文化8年236石余の土地集積をL’

ていた孫三郎は，天保5年106石余に減少さぜている6この傾向iま，一前述北

下佐波村の源兵衛，久兵衛等と同様であるが、1’それが分割相続や藩財政とゐ

関係などによるものか∴或両ま何らがの経済酌理宙潅肇るむのδ滝不明であ

るご何れにしろ，第2嬢の林助・弥市ま二文四郎などゐ上昇ど麦之塞芸由兵衛

灘あ醜の例にみる如く，L繊工夫醐睦執鱗期翻蘂ど衰泡、
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であろう。その後，孫享郎は嘉永6年234石余，文久2年240石余と土地集積

を行なっている。彼を頂点とする20石以上の農民数は，土地保有者総数の4

－
7％を占めるに過ぎないが，保有高では50％を超える集積を示している。

その対極として，5反未満層の人数は約75％で保有高は約20％に過ぎず，そ

の零細化を示している。5　－20石層では，天保5年石高保有は29％であり，

嘉永，安政期に若干増加しているが，文久2年には26％となっている。それ

は20石以上層が55％の土地集積をしていることと共に，階層分化が一層進ん

だこと5i示している。

　商工業村落笠松の階層分化の状態は，これまでみてきた下佐波・日置江両
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　　シコ　トヒ
村とくらべて，そ⑲程度に段階的相津が認められることは当然であるが，そ

の前提の上で，階層分化の進展に同様な傾向を見出し得るのである。

　まず無高（水呑）層の変遷（第5表参照）により概観しておこう。すなb

ち無高率は，享保6年17．9％から宝暦10年36．6％と倍増しており，この村の．

階層分化の基点を宝暦期とみなしてよいであろう。さらに文政一天保期以降

は50％を超え，とくに開港による影響があらわれはじめるとみなされる慶応

期は，無葺率59％娯達しているO
　　　　　　　　　　　　　くの
第28表は：「鋼岨の鮒顯高麹な頷漂な・ひるが・「宗門
人別取調帳」により，階層分化の状態をみたものである。’

　無高層についてはすでに述べたが乳1石未満層をヵgえた半プP・的貧農層はt

戸数にして，天保13年88％▲慶応4年では実に90％を超えておりtt農商工

の1分離・階層分侮¢職しさを示LているQ＄らに5反未満の貧農小作層を加

えれば，両年度≧も戸数は98％余にのぼり，土地保有は46％余となってい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くゆ
るgなお慶応4年の「極窮民↓は162戸に達している。彼らのうち1小作従

事考も存在しでいるが，農業画のみでは再生産は不可能であ転第10表から

も明らかなよ、ち院：纏蓑騒係を始塑とする薦義化した各種商z．業や，．目雇ぞ

¢猶余業囹蹟し敏漬忌数激渇までも三な鞠・一　　　　∵．’∴

理石以上層の2戸は£違農久右額門（村最高のτ～80石余》と前述縞問屋
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の小見山叉吉（約30石）乏であり，それぞれ庄屋・惣年寄あ疫職庭あり，数

SII村にわたる出作地主ともなっているb嵩島家にゆいてあくわしい分析は別

稿に譲るカミ，・すでに享保期頃かJ5　s一とくに寛藪二化政期頃，笠松といヴ詮方

殖品生蹴通の鯨に紗て瀬獅綿業麟幹論顧渤繊吋・
質屋を兼営する商業高利貸資本家として活躍巴文政1燐科亡ぱご障寄殊」
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を金30両を以て譲り受け，’．従来いわゆる笠松の「草分け八人衆」が独占して

いた年翫屋・雄役蹴任してい；．商業高利貸活動により難し蹟本

を，当村のほか数力村にわたり，土地購入に向けており，5反余の手作鑑

や，階層分化の状態から，天保期には寄生地主になっていたとみなされる。

天保13年19石余の保有者は，下新町門六であるが慶応4年の宗門帳にみあた

らず，その系譜をたどることはできない。

　慶応4年の階層分化の状態を，天保13年のそれと比較して，顕著な変化を

まとめておけば，戸数・無高層の増加，高島is〈の村内石高10石程の減少，10

－20石層の消滅，5－1q石層の増ヵ恥（戸数1．0％→1．2％，石高10．8％→18．4

，％），Or5石層の戸数り減少く46．g％→41．0％）などがあげられる。

　以上は主として土地保有の面から，美濃縞地帯における農民階層分化の状

態を概観してきた。ここでとりあげた下佐波・日置江両村と，商工業村落笠

松とは，階層分化度に質的相違をみ出し得るのであるが，それを前提条件と

した上で，この地方に一貫する階層分化の特徴を要約しておこう。この地方

に綿業を中心とする商品生産流通が本格的に展開し始める18世紀半ば，ほば

宝暦搬嘩層分化の基点力｝あり・・9世系己に入り・いわゆる封建的危機の段

階と，いわれる化政一天保期を一画期として，一層激レく進展しており，階層

分化の廊おい内綱変旬醐≒みな頃るのである．さら醐港を契

搬恒難紬暢関係の葬藤過程の進鰍か’・・”・うじた囎
分化の動向は促進され，．ここに明治以後の，わが国特異な資本主義体制下に

おける寄生地主制を形成していぐ端緒ともなった農民階層分化の段階をみ出

し得ると恵われる。　　　　　　’r，　　一’

なお前述陸郷ほ濃繊酷おけるよ硫農村工業な舗品生産流

通のさかんな勤で｛ま・鵬批ρ状態を土地鮪の面からのみ．4ること

は耐分寧蚕頚麟櫨疑ρ，墓を綱期験ける殿離励
埜鱒に四穂績験蟻鱈亥煕としたい・一，、，、，1’．

隼摩塑彊「村方騒動」きぽ1三ε濤一㍉三・：○ゴ・・‘、一．・　∵　㍉：．L
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（2）下佐波村に関する論考には，中村哲「前掲論或コ⑳芸あ坑翌本稿怠同氏におうと

　ころが大である。ただし，農民階層分化についての分析には，仔）南下佐波村（南

　組）より．O入作を，そのまま北下佐波村（北組）「持高別階層構成」に加えてい

　ること，㈲安政2年持高32石余の観音寺を「寄生地主的側面と富農的側面とを有

　する」一般農民として扱かっていること，内「御物成勘定帳」の分析方法等に問

　題があると思われる。

（3）くわしくは拙稿「村方騒動」参照

（4）佐々木潤之介『幕末社会論』については，すでに拙稿「幕末・維新期研究の視

　点」（『岐阜経済大学論集』皿一2・3合併号）において，わたしなりの見解を述

　べておいた。佐々木氏は，宝暦期を「維新変革の起点」として〈豪農〉範疇の一

　般的成立の段階とみなし，その対極として「商業・高利資本（豪農）の成長・展

　開の結果，析出されて」くる．維新変革の主体である〈半プロ〉層（「①彼とそ

　の家族労働とがその保有地で行なう農業生産一〈小農〉経営一をもってして

　は，彼とその家族の再生産が基本的に維持しえず，②したがって，、それがどのよ

　うな条件のもとにであったとしても，その再生産が労働力販売に依拠せざるをえ

　ないところの．③しかし，彼を賃労働として包摂する資本関係が麺的には全く

　未熟な状況におかれたところの，④それ故に，結局ぽ恭宿分にせよ，生産諸条件

　vc］IE合せしめられているとg．ろの広汎柘中下層f”・作農民卓・1下層自作農民・日雇

縫農剛を縦灘て情亘裁的願・うし湖点に賛成である力淳農
　め性格規定やご「中層農民自立生産者」の把握の仕方には疑問がある。

（5）　　　　　　　　　　　「惣　寄帳」　の　集　計

＼1天保・3年1慶応・年1［＼｜天保・3年1猷・年
石 石

村　　　　高 387，978 387，978 他
内 寺 4 3

村方所持 248．55059 163．36668 惣　年　寄 9 6

村方惣持 11．1002 11．1002 同　　　格 2

高島久右衛門 83．97791 72．1712 道　心 3 3

小見山又吉 29．95995 修 1 1

杉山市右衛門 1．7977 髪　　　結 1 1

別帳之者 50．0018 医　　　師 1 1

盛　泉　寺 2，268 1，396 番　　　人 2 3

福　証　寺

他村入作
家
数
｛
鵯
・

42．0813
・罐　　　　　　　　　・

1．7291156．45537

ら表儀1

人数鷹．・9鑛1外一鴛酵鷹、

23
22

刷
｝
畏
1
・
．
3
6
　
－
－
1
6
　
・

・

’
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　（6）　「長寿人鰹寡極窮民取調帳」

　（7）　「在荷物釦帳」

　（8）　『笠松町史』上巻p．391－394

　（9）　「田畑拍覚帳」


